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清野吉光氏のコラム

清野 吉光（きよの よしみつ） 略歴
1950年  長野県四賀村生まれ、松本深志高校卒業。1968年上智大学外
国学部ロシア語科入学、1971年  中退。その後印刷関係など様々な職業
に従事。1976年清水市の日の丸交通入社。1980年静岡市内の事務機
器センターに入社。1982年システムオリジンを仲間と創業、専務取締役。
1992年代表取締役社長就任。2000年㈱タクシーサイト創立、現取締役
会長。2007年タクシーアシスト代表取締役社長に新任。現在に至る。

  
第
４
回
セ
ミ
ナ
ー

　

７
月
12
日
、
日
本
で
一
番
暑

い
町
と
言
わ
れ
た
岐
阜
県
多
治

見
市
で
、
チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
正

式
発
足
後
の
初
め
て
の
見
学
＆

合
宿
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は

「
新
し
い
市
場
と
し
て
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
」
で
あ
り
、
副
題
と
し

て
「
デ
マ
ン
ド
交
通
の
立
ち
上

げ
方
」
と
し
て
、
多
治
見
市
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
岩

村
龍
一
社
長
と
愛
知
県
小
牧
市

の
あ
お
い
交
通
株
式
会
社
の
松

浦
秀
則
社
長
の
、
ダ
ブ
ル
講
演

が
行
わ
れ
た
。
青
森
か
ら
熊
本

ま
で
、
全
国
か
ら
チ
ー
ム
ネ
ク

ス
ト
会
員
28
人
が
参
加
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
＆
「
古
虎

渓
よ
ぶ
く
る
バ
ス
」
見
学
と
懇

親
会
が
７
時
間
に
か
け
て
行
わ

れ
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
進
む

べ
き
方
向
に
つ
い
て
、
思
い
を

巡
ら
し
た
。
事
務
局
と
し
て
参

加
し
た
清
野
に
と
っ
て
も
、
大

変
意
義
深
い
時
間
で
あ
っ
た
。

  

社
会
企
業
家
と
し
て

　

実
は
岩
村
社
長
、
弊
社
シ
ス

テ
ム
オ
リ
ジ
ン
の
顧
客
で
も
あ

り
、
弊
社
の
社
内
報
に
も
登
場

し
て
頂
い
た
り
、
ま
た
弊
社
の

経
営
支
援
事
業
部
の
講
師
陣
の

御
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
頂

い
て
お
り
、
過
去
何
回
も
お
話

を
聞
い
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
そ
の
志
の
高
さ
と
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
斬
新
さ
を
、
自
分

は
今
ま
で
本
当
に
は
理
解
し
き

れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
漸

く
そ
れ
に
少
し
気
付
く
事
が
出

来
た
気
が
す
る
。
多
分
地
方
の

小
都
市
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
残
る

た
め
に
必
要
さ
れ
る
志
と
ビ
ジ

ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
具

体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
す
べ
て

提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

の
岩
村
社
長
の
レ
ジ
ュ
メ
「
公

共
交
通
と
生
活
支
援
企
業
に
つ

い
て
〜
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
進

む
ひ
と
つ
の
方
向
〜
」
は
、
地

方
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
繰
り

返
し
、
読
み
返
し
、
実
践
し
、

検
証
す
べ
き
バ
イ
ブ
ル
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
少
な

く
と
も
自
分
は
、
そ
の
よ
う
に

使
わ
せ
て
貰
い
た
い
。

　

ま
ず
志
の
部
分
！
岩
村
社
長

の
会
社
、
株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
平
成
15
年
に

設
立
さ
れ
た
、
所
謂
新
免
の
会

社
で
は
あ
る
が
、
そ
の
設
立
趣

旨
が
、「
社
会
的
課
題
を
ビ
ジ
ネ

ス
で
解
決
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
（
社
会
企
業
）」
と
し

て
、
し
た
が
っ
て
多
治
見
市
民

の「
市
民
タ
ク
シ
ー
構
想
」の
下
、

市
内
の
意
識
高
い
市
民
40
名
か

ら
の
出
資
を
受
け
、新
し
い
「
み

ん
な
の
足
」
を
作
ら
ね
ば
！
と

い
う
志
の
下
に
設
立
さ
れ
て
い

る
。
結
果
経
済
産
業
省
の
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
五
五
選
」

受
賞
、ま
た
中
小
企
業
庁
の
「
Ｊ

Ｖ
Ａ
２
０
０
６
地
域
貢
献
賞
」

を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

生
い
立
ち
で
あ
る
が
故
に「
タ

ク
シ
ー
・
バ
ス
で
”
み
ん
な
の

足
“
に
、
便
利
屋
で
”み
ん
な
の

手
に
“
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が

生
ま
れ
、
そ
し
て
タ
ク
シ
ー
の

枠
組
み
に
収
ま
ら
な
い
「
総
合

生
活
移
動
産
業
」
の
構
図
（
写

真
参
照
）
が
構
想
さ
れ
、
そ
の

実
現
を
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
住

民
）、
地
域
の
企
業
、
そ
し
て
行

政
と
連
携
し
な
が
ら
作
り
上
げ

て
行
く
と
い
う
、
運
動
体
と
し

て
の
株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
が
あ
る
。
従
来
の
タ

ク
シ
ー
が
儲
か
ら
な
い
か
ら
、

バ
ス
事
業
、
便
利
屋
事
業
を
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
移
動

及
び
生
活
の
ニ
ー
ズ
を
解
決
す

る
た
め
に
必
要
な
手
段
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
事
業
、
バ
ス
事
業
、

便
利
屋
事
業
を
行
う
。
結
果
同

じ
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
そ
う

だ
が
、
目
的
を
ど
こ
に
お
く
か
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「 志 の 力 」
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に
よ
っ
て
、
事
業
の
展
開
や
広

が
り
が
大
変
違
っ
て
く
る
。
岩

村
社
長
の
豊
か
な
ア
イ
デ
ィ
ア

や
様
々
な
障
害
の
突
破
力
、
行

政
や
地
域
住
民
と
の
交
渉
、
調

整
力
は
、
や
は
り
こ
の
志
の
部

分
か
ら
生
ま
れ
出
て
く
る
物
だ

と
思
う
。
社
会
企
業
家
と
称
さ

れ
る
所
以
で
あ
る
。
ま
た
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
造
の
為

に
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
大

義
な
く
し
て
、
人
々
の
共
感
と

協
力
を
得
ら
れ
ず
、
そ
の
実
現
、

成
就
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

世
に
よ
く
あ
る
よ
う
に
、
私
心

は
あ
っ
て
も
良
い
が
、
そ
れ
が

先
行
す
る
と
如
何
に
目
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
あ
っ
て

も
、
一
時
的
に
は
成
功
し
て
も
、

永
続
は
難
し
い
。
社
会
企
業
家

た
る
事
は
結
構
、
難
し
く
も
あ

る
。

  

岩
村
社
長
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

で
は
、
岩
村
社
長
が
多
治
見

市
で
、
具
体
的
に
ど
ん
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
た

か
？
詳
し
く
は
こ
の
タ
ク
シ
ー

ジ
ャ
パ
ン
で
特
集
さ
れ
て
い
る

（
筈
？
）
な
の
で
、
そ
ち
ら
を

参
考
に
し
て
頂
き
た
い
が
、
結

論
的
に
言
う
と
「
補
助
金
な
し

の
自
律
型
乗
合
事
業
の
し
く
み
」

を
つ
く
り
あ
げ
た
事
で
あ
る
。

地
域
の
実
情
に
即
し
て
「
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
バ
ス
」
と
い
う
買

い
物
、
通
院
の
バ
ス
と
「
よ
ぶ

く
る
バ
ス
」
と
い
う
古
虎
渓
と

い
う
無
人
駅
へ
の
通
勤
、
通
学

バ
ス
を
う
ま
く
組
み
わ
せ
、
そ

の
実
現
の
為
に
、
行
政
、
地
域

住
民
と
の
連
携
を
基
に
、
自
律

型
乗
合
事
業
を
実
現
し
た
。

　

そ
う
し
た
経
験
を
下
に
、
岩

村
社
長
が
タ
ク
シ
ー
事
業
者
、

と
り
わ
け
地
方
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
（
因
み
に
多
治
見
市
は
人

口
12
万
の
日
本
に
普
通
に
あ
る

地
方
都
市
の
ひ
と
つ
で
あ
る
で

あ
る
）
へ
の
「
ひ
と
つ
の
方
向

と
し
て
の
お
す
す
め
（
ア
ド
バ

イ
ス
）」
を
列
挙
す
る
と
、

①�

デ
マ
ン
ド
交
通
は
流
行
の
兆

し
②�

成
功
事
例
ナ
シ
、
専
門
家
不

在
の
分
野

③�

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

④�

で
き
れ
ば
、
貸
し
切
り
バ
ス

の
許
可
を
取
る

⑤�

企
画
書
を
書
け
る
よ
う
に
す

る
⑥�

行
政
と
う
ま
く
つ
き
あ
う

　

以
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
詳
細

は
、
是
非
岩
村
社
長
の
講
演
を

直
接
聞
く
機
会
を
御
持
ち
頂
き
、

お
確
か
め
頂
き
た
い
。

  

総
合
旅
客
事
業
者
へ

　

岩
村
社
長
と
、
あ
る
意
味
対

極
に
あ
る
小
牧
市
の
老
舗
タ
ク

シ
ー
会
社
の
松
浦
社
長
の
講
演

も
、
我
々
、
と
り
わ
け
２
代
目
、

３
代
目
の
タ
ク
シ
ー
会
社
後
継

者
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
。

弁
護
士
志
望
だ
っ
た
松
浦
社
長

は
、
創
業
者
で
あ
る
お
父
様
の

急
逝
で
、
半
ば
不
本
意
な
事
情

で
後
継
者
と
な
っ
た
。
様
々
な

タ
ク
シ
ー
事
業
の
厳
し
い
現
場

を
経
験
す
る
中
で
、
タ
ク
シ
ー

経
営
に
嫌
気
も
感
じ
た
時
期
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
代
目
で

あ
る
が
故
に
、
事
業
を
や
め
る

事
も
躊
躇
さ
れ
、
な
ん
と
か
頑

張
っ
て
い
る
中
で
、
貸
切
バ
ス
、

路
線
バ
ス
へ
の
進
出
の
機
会
が

巡
っ
て
く
る
。
タ
ク
シ
ー
の
営

収
の
低
下
が
乗
務
員
さ
ん
の
給

与
へ
の
シ
ワ
寄
せ
と
成
っ
て
い

る
事
に
不
本
意
さ
を
感
じ
て
い

た
松
浦
社
長
は
、
大
き
な
リ
ス

ク
を
引
き
受
け
、
固
定
給
を
保

証
で
き
る
バ
ス
事
業
へ
の
取
り

組
み
を
決
断
し
、
今
で
は
70
台

を
超
え
る
バ
ス
を
運
行
、
ま
た

「
ミ
ゴ
ン
」
な
ど
乗
合
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

お
客
様
と
乗
務
員
の
為
に
と
い

う
気
持
ち
を
バ
ネ
に
、
タ
ク
シ

ー
事
業
者
か
ら
総
合
旅
客
事
業

者
へ
の
転
換
を
な
し
と
げ
た
。

こ
れ
ま
た
松
浦
社
長
の
志
の
力

故
で
あ
る
と
思
う
。

（
２
０
１
３
年
７
月
23
日
記
）


